
条

例 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
十
三
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
章
の
二 

一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運 

 

営
に
関
す
る
基
準
（
第
一
条
の
二―

第
一
条
の
三
十
六
）
」 

 

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
一
章
の
二 

一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
定
義
） 

第
一
条
の
二 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
、

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

及
び
一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
令
和
六
年
内
閣
府
令
第
二
十
七
号
。

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
府
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
最
低
基
準
の
目
的
等
） 

第
一
条
の
三 

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
最
低
基
準
」
と

い
う
。
）
は
、
一
時
保
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
明
る
く
て
、
衛
生
的
な
環
境
に
お

い
て
、
素
養
が
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員
の
支
援
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
し
て
、
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
最
低
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
最
低
基
準
と
一
時
保
護
施
設
） 

第
一
条
の
四 

一
時
保
護
施
設
は
、
最
低
基
準
を
超
え
て
、
常
に
、
そ
の
設
備
及
び
運
営
を
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

最
低
基
準
を
超
え
て
、
設
備
を
有
し
、
又
は
運
営
を
し
て
い
る
一
時
保
護
施
設
に
お
い
て
は
、

最
低
基
準
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
設
備
又
は
運
営
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
一
時
保
護
施
設
の
一
般
原
則
） 

第
一
条
の
五 

一
時
保
護
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
権
利
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

一
人
一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
、
そ
の
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

目
次
中
「
第
一
章 

総
則
（
第
一
条
）
」
を 

 

に
改
め
る
。 



２ 

一
時
保
護
施
設
は
、
児
童
の
保
護
者
及
び
地
域
社
会
に
対
し
、
当
該
一
時
保
護
施
設
の
運
営

の
内
容
を
適
切
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
一
時
保
護
施
設
は
、
自
ら
そ
の
行
う
業
務
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部

の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 

一
時
保
護
施
設
に
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
保
護
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

一
時
保
護
施
設
の
構
造
設
備
は
、
採
光
、
換
気
等
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
健
衛
生
及
び
こ

れ
ら
の
児
童
に
対
す
る
危
害
防
止
に
十
分
な
考
慮
を
払
っ
て
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

一
時
保
護
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
及
び
防

犯
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
一
条
の
六 

一
時
保
護
施
設
に
お
い
て
は
、
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非

常
災
害
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、

こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
訓
練
の
う
ち
、
避
難
及
び
消
火
に
対
す
る
訓
練
は
、
少
な
く
と
も
毎
月
一
回
は
、
こ

れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

一
時
保
護
施
設
は
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
安
全
計
画
の
策
定
等
） 

第
一
条
の
七 

安
全
計
画
の
策
定
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
） 

第
一
条
の
八 

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
七
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
入
所
し
た
児
童
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
） 

第
一
条
の
九 

入
所
し
た
児
童
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
八
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
権
利
擁
護
） 

第
一
条
の
十 

児
童
の
権
利
擁
護
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
権
利
の
制
限
） 

第
一
条
の
十
一 

児
童
の
権
利
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

（
児
童
の
行
動
の
制
限
） 

第
一
条
の
十
二 

児
童
の
行
動
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
の
所
持
品
等
） 

第
一
条
の
十
三 

児
童
の
所
持
品
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
一
条
の
十
四 

虐
待
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
） 

第
一
条
の
十
五 

一
時
保
護
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
し
て
い

る
児
童
に
対
す
る
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期

の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）

を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

一
時
保
護
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

一
時
保
護
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継

続
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
設
備
の
基
準
） 

第
一
条
の
十
六 

一
時
保
護
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
府
令
第
十
五
条
（
同
条
第
九
号
を
除
く
。
）

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 

浴
室
及
び
便
所
は
、
男
子
用
と
女
子
用
と
を
別
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
数
の
児
童
又
は

お
お
む
ね
六
歳
以
下
の
児
童
を
対
象
と
し
て
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

 

（
一
時
保
護
施
設
に
お
け
る
職
員
の
一
般
的
要
件
） 

第
一
条
の
十
七 

一
時
保
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
護
に
従
事
す
る
職
員
は
、
健
全
な

心
身
を
有
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観
を
備
え
、
児
童
福
祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
児
童
福
祉
事
業
の
理
論
及
び
実
際
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
一
時
保
護
施
設
の
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
） 

第
一
条
の
十
八 

一
時
保
護
施
設
の
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第

十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
） 

第
一
条
の
十
九 

一
時
保
護
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
八
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

（
夜
間
の
職
員
配
置
） 

 

第
一
条
の
二
十 

一
時
保
護
施
設
の
夜
間
の
職
員
配
置
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
十
九
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
一
時
保
護
施
設
の
管
理
者
等
） 

 

第
一
条
の
二
十
一 

一
時
保
護
施
設
の
管
理
者
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
児
童
指
導
員
の
資
格
） 

第
一
条
の
二
十
二 

児
童
指
導
員
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
心
理
療
法
担
当
職
員
の
資
格
） 

第
一
条
の
二
十
三 

心
理
療
法
担
当
職
員
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
学
習
指
導
員
の
資
格
） 

第
一
条
の
二
十
四 

学
習
指
導
員
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準
） 

第
一
条
の
二
十
五 

一
時
保
護
施
設
に
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及

び
職
員
の
基
準
は
、
府
令
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
一
条
の
二
十
六 

一
時
保
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
使
用
す
る
設
備
、
食
器
等
又
は
飲

用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

一
時
保
護
施
設
は
、
当
該
一
時
保
護
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

一
時
保
護
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
清
潔
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
、
入
所
し
て
い
る
児
童
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭し

き

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 

一
時
保
護
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
に
対
し
清
潔
な
衣
服
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
下
着
は
児
童
の
所
持
す
る
物
を
使
用
さ
せ
、
又
は
未
使
用
の
も
の
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

一
時
保
護
施
設
に
は
、
必
要
な
医
薬
品
そ
の
他
の
医
療
品
を
備
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

（
食
事
） 

第
一
条
の
二
十
七 

食
事
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
入
所
し
た
児
童
及
び
職
員
の
健
康
状
態
の
把
握
等
） 

第
一
条
の
二
十
八 

児
童
相
談
所
長
は
、
入
所
し
た
児
童
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
当

該
児
童
の
状
況
等
に
応
じ
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
措
置
の
実
施
に
よ
り
児
童
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
は
、
そ
の

結
果
必
要
な
事
項
を
入
所
し
た
児
童
の
健
康
を
記
録
す
る
表
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
一
時
保
護
の
解
除
及
び
医
療
上
の
措
置
等
必
要
な
手
続
を
と
る
こ
と
を
、
児
童
相
談
所
長

に
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

一
時
保
護
施
設
の
職
員
の
健
康
状
態
の
把
握
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の

食
事
を
調
理
す
る
者
に
つ
き
、
綿
密
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
養
護
） 

 

第
一
条
の
二
十
九 

一
時
保
護
施
設
に
お
け
る
養
護
は
、
児
童
に
対
し
て
安
定
し
た
生
活
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
及
び
教
育
を
行
い
つ
つ
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童

の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

学
習
等
を
行
う
室
、
屋
内
運
動
場
、
屋
外
運
動
場
等
に
お
け
る
活
動
は
、
そ
れ
ら
の
面
積
及

び
利
用
す
る
児
童
数
を
勘
案
し
て
、
児
童
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
活
支
援
、
教
育
及
び
親
子
関
係
再
構
築
支
援
等
） 

第
一
条
の
三
十 

生
活
支
援
、
教
育
及
び
親
子
関
係
再
構
築
支
援
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
二

十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
一
条
の
三
十
一 

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
及
び
必
要
に
応
じ
警
察
、
医
療

機
関
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
児
童
の
支
援
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
一
時
保
護
施
設
内
部
の
規
程
） 

第
一
条
の
三
十
二 

一
時
保
護
施
設
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
必
要
な
事
項
に
つ

き
規
程
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

入
所
す
る
児
童
の
支
援
に
関
す
る
事
項 

二 

そ
の
他
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の
重
要
事
項 

 

（
一
時
保
護
施
設
に
備
え
る
帳
簿
） 

第
一
条
の
三
十
三 

一
時
保
護
施
設
に
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
処
遇
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
帳
簿
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 



第
一
条
の
三
十
四 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
府
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
一
条
の
三
十
五 

知
事
は
、
一
時
保
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
等
か
ら

の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す

る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
必
要
な
措
置
と
し
て
、
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る
た
め
に
、
苦
情
の
解

決
に
当
た
っ
て
当
該
一
時
保
護
施
設
の
職
員
以
外
の
者
を
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
電
磁
的
記
録
） 

第
一
条
の
三
十
六 

一
時
保
護
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、

副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記

載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
九
十
一
条
の
二
、
第
百
四
十
八
条

の
二
及
び
第
二
百
六
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記

録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
第
九
十
一
条

の
二
第
一
項
、
第
百
四
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
百
六
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
条
中
「
児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と

い
う
。
）
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」

と
い
う
。
）
」
を
「
施
行
令
、
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本

そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ

の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四
十
八
条
の
二
及
び
第
二
百
六
十
五
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
及
び
「
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。
第
百
四
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
百
六
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
削
る
。 

 

第
百
六
十
四
条
中
「
乳
児
院
」
の
下
に
「
、
母
子
生
活
支
援
施
設
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
基
準
省
令
」
」
を
「
基
準
府
省
令
」
」
に
、
「
基
準
省
令
の
」
を
「
基
準
府

省
令
の
」
に
、
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
を
「
基
準
府
省
令
経
過
措
置
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四

号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。 



二 

一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

附
則
第
三
条
中
「
及
び
基
準
省
令
」
を
「
及
び
基
準
府
省
令
」
に
、
「
基
準
省
令
等
」
を
「
基

準
府
省
令
等
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
を
「
基
準
府
省
令
経
過
措
置
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 
則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
一
時
保
護
施
設
（
こ
の
条
例
の
施
行
の
後
に
全
面
的
に

改
築
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
児
童

福
祉
法
施
行
条
例
第
一
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
四
十
一
条
の
規
定
を
準
用

す
る
。 


